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日立配電線搬蓬電話端局装置
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HitachiType FT-1(Stationary),TypeFPLl(Portable)

Distribution Line Carrier Equipment

By Sh6ichiMikiand Daiz6Nait〔i

Totsuka Works,Hitachi,Ltd.

Abstraet

Thecarrier c3mmllnication3utilizing
distrib11tionline had been planned since

abJut1940alld partly materializedilltO praCticalu占3,althollgh
no sllbstantial

development was ob3erVedin thisfield d11e tOincc>nVeniences attendanton the

f11nCtion of distriblltionline whenitis used as transmi$Sion circllit.

Inthepo3tWar period,however,aglovalamountofthe
billforthe erectionof

new telephoneline compelled the11tilizationofthissystemin spiteofitsinconve-

n王ences.Rec己ntly,theadoptionofthissystemhasbecDmequiterifeamc.ngseveral

power cclmPanies,NationalRuralPolice a】1dothers･P

Takingastepfartherthantheabc>Ve,the Hitachi,I･td■,illCOmpliance with the

demand oftheTokyoElectricPower Co･,hasdesignedandmanufacturedtwoter一

minalsetsinthissystem,eaChforstationary(Type FTpl)and travelling service

(TypeFP-1),withaviewtoapplyingthemtothe maintenanceandinspectionline･

Thiseq11ipmentisdesignedintwofreq11enCyduplexsystemclassed11nderB,S･B

sy昌tem,the freq11enCyin11Se being7.6kcand15･2kc･

The portable s3t,Type FP-1,uSeS dry cells as so11rCeandis capable ofclear

comm11nication11nt,ilthelineloss reaches4=Odb.In the trialpractice effected at the

Ninomiya Substation,Tokyo Electric Power Co･,the equipment proved of the

satisfactory performance for di$tanCeS OVer15km･

[I｣緒 言

･電力送電線を通 回線こ利用する電力線搬送竃詣 置

ほ我矧こ於て長足の進歩をとげ､現在に於ては送電線の

保守は保安通信線洛を用うるよりはむしろ電力線澱送′

詣を用うべきであると迄考えられている｡それに引きか

えて配 腺の保守は専ら添架 諸般こよって行われてい

る現状である｡都市配電線ほ別として､･-一一歩郊外に出れ

し ･･l 長距離に り延長せられており､しかも

並iき昔

日立製作所戸塚工場

山間僻地に捗ることが多い｡従って天候笹対して脆弱な

添架 諸税の保守は容易でない｡

:税と同様に配 線を通信回路として利用

することが考えられた｡都市の如く網状をなす配電線で

ほかくの如き考えほ危険でありむしろ超短波無視による

通信連絡の方が優ると考えられる(1)が､郊外に於ける円己

電視に対しては好適のものと考えられる｡

東京電力株式会社に放てはかくの如き見地から配電線

塞送 画せられその器材製作を日立製作所に命ぜ

られた｡以下その製品の概要と東京 カ株式会社に於て
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行われた実地試験.戎環の

したい｡

配

一部をj

∴

ベて大方の御参考に供

[ⅠI｣製作の方針

線の保守ほ一一般に散宿所等の保守員が行うのが通

常である｡従って通 抜の保守のために特別の技術者

を常置せしめる如きことほ不可能である｡

相当の大 力を取扱っているので両端 気所には通信尊

門の技術者でほないとしても相当高級な技術者が勤務す

るのが通常であるから､或る程度

このことを勘案して

力線搬送電話装置は

作せられている｡配電線澱 電話

置としては固定端局といえども二次変電所以下の変

所に設置せられると考えられ､電線路保守に線路を巡担i

する保守員がその相手となるべき移動端局を運魔L､必

要に応じて固定端局と通話をする｡従って移動辣局ほ電

源となる乾電池は勿論配電線に対する結合装置も含めて

自転車に搭載L得ることと､この程度の技術員で装置の

保守が出来ることが第一一一の必要姦件である｡

叉固定端局も停笛こ備えて蓄電池を電源として動作せ

しめ得る必要がある｡

俊舶昭数は東京電力株式会社の換言利こよリ30kc程

箆以下を使用し､線路損失ほ40db程度に対応し得るこ

評 論 第34巻 第10号

とが必要である｡

伝送方式として両側帯狸申送とするか､東側帯扱伝送

とするかは各々 ▲長一短あり､簡単にほ蔓らない｡送信

出力従ってSノN並びに占有村域幅等から考えれば当然

単側帯紋伝送方式の方が優る亡､しかLひる返って保守員

の技術程度を考慮に入れて､機器の使用上の利便から考

えれば両側帯掟伝送の方が有利である｡依って今回は後

者を重視して両側帯渡伝送方式を試みることとLた｡

[ⅠⅠⅠ]製品の概要

(1)固定端居装置

固定端.局装置ほ送受

(保安装置を含む)及び

横を含んだ本体と結合濾汲器

る｡電源は通常単相交流

時を考

置の三部分より出来てい

100Vより供給されるが､停電

してコンバータを備え直流 6V約13Aで動

作させることが出来る｡

宕柁は下記の如くである｡

i)伝送方式

粟呵

l

送信7･6kc 受信15.2kc

iii)斐ヨ摺方式 陽極変調(標準変調度30%)

ivJ受信方式 高ノ司汲増幅1段､二極管放牧低周波

増幅1段(待受時にほ高声器用の

〝ノ汐♂ 阻ほ文換言から通話の状態を示す
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第1図

Fig.1.

肝

固 定 端 局 装 冒～こ 回 路 図

Circuit Diagram of Distribution Line Carrier

TelephoneEquipment｢Fixed Station〕
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Ⅴ)信 号 方 式

Vi)酋芦川姥絹域

Vii)使用具空管

力増幅器が接続される｡)

音声スピーカ呼出式

300～2,500c/S

6SJ7RGT 受信高周波増幅

6SQ7トGT 検波低周波増幅

6V6-GT 高声器用増幅並び

に送話増幅

6V6【GT 発振

viii)線端装置 音声入出力回路ほ通常二線式回路と

なっていない｡即ち送受話器に終るようになっている｡

しかし必要に応じて三捲線変成器を挿入して二転式回線

し交換台に収容できるようになっている｡しかし

信号方式は16一ワ信号方式とならない｡

端局装置本体の回路図ほ第=図の如くである｡その動

作を説明すると駿 線より入って来た通話 慌は受 濾

涯器RBF を通り抵抗減衰詮により適当な大きさとし､

Vl(6SJ7-GT)により増幅せられ､Ⅴ=(6SQ7-GT)

で二極管検牧低ノ周授 一段増幅せられる｡符受時にはrll

接点か左側に開成されるのでⅤニ1(6V6-GT)で 力増

幅され叫接点左側に開成されているので拡声器SPに

より呼出竜一を聞くことが出来る｡呼出を受け送受器を上

げればフックスイッチFSにより RLl附勢せられて

rllrlコrl二～およびr14の各

接点は図元の状態となる｡

文KEIKEごKE3KE4~放

びKE5 は図示と逆の接点

を開成しているからV3(6

V6【GT〕は受

切り離され送受器

回路から

話回路

に接続されて送話増幅管と

なり発振管V4(6V6-GT)

に陽 圧印加されこれを

変調する｡出力ほCF､LF､

TF､及びCF2｢トCF:うより

成る送信濾捉器を通って､

受信濾波器RBF と並列と

なり線路iこ送出せられる｡

従って送受器受話回路に

ほV2(6SQ7MGT)の3

極管都田力が供給せられる

こととなる｡

第=図は交換台からの通

話状況が示してある｡制御

線は交換台側からRLlを

制御するためのものであ

る｡叉拡声器ヂヤックほ必

正面図

第2図 固定端局送受信渡波器特性

Fig.2.Characteristics ofDirectional

Filter(Fixed Station)

要あれば交換台に呼出を知らせるための延長拡声繹の受

口となる｡第2図に送受信濾波器の特性を示す,｡

第3図は森体の寸法因である｡本体重量は25.8kgで

ある｡

ix)電源整流装置 常時は交流電線を用い80V～105

Ⅴに対応し得るようになっている｡所要

で停

カほ約85VA

時にほ6V蓄電池により駆動するコンバータによ
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Fig･3･Dimensions of Fixed Equipment
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第4図

Fig.4.
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固 定 端 居 用 電 源 回 路 図

CircuitDiagram ofPowerSource(Fixed Station)

第5図 固定端局榛準レベル図(30%変調線路損共30db

Fig･5.Standard LevelDiagram of Fixed

Station(Mod.30%Lineloss30db)
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第6図 固定端居符合濾波器特性
Fig.6･Characteristics of Coupling

Filler(Fixed Station)

第34巻 第10号

り運転される｡所要電流は約13A

である｡従って電池としては6V-

120AH,以上の容量のものを必要と

する｡

第4図にその回路図を嘉す｡高圧

(250V)尉整流管にほKX-5Z3を

使周している｡

外形寸法は幅360mm,高さ 235

mm,奥行310m皿 で重量は24･2

kgである｡

Ⅹ)電気的性能

記の如くである｡

気的性能ほ下

留損失偏差 亡特性インピ←ダン

ス300∫ユの抵抗減衰器30db を通して移動局と接続し

たとき残留損失偏差ほ10db以下である｡

通話当量 標準 -8db とし最低 -15db とする｡

入力インピ←ダンス 7･6kc及び15･2kcに於てそ

れぞれ300Jユ土20% である｡

標準使用レベル国 手5図i･こ示す如くである｡即ち送

信出力は約300mWである｡

雑音 両端局を特性インピーダーンス300nの抵抗減衰

器(30db)を通じて接続し且つ送受話器を以て終端され

る状態に於て送話器の代りに50Jl､受話器の代りに

150Jlの抵抗を以て終端した場合に雑音出力電圧は-48

dbl汀下である｡

裏)結合濾改器 結合濾汲器は0･1岬の抽入型結合

閏蓄電器を一素子とする第6囲の如き回路で､搬送電流

を能率よく送受するものでその特性も同時に嘉してあ

る｡結合滝費器筐はこの外に保安装置を同時に組込んで

ありその外形寸法は幅240皿m,高さ220皿m,奥行220

mm,重量7kgである｡

第7図は固定端局全装置の写真で左から電源装置､結

合濾汲器及び送受信装置である｡

(2)移動端居装置

移動端局装置ほ自転車に搭載して使用するため､機器

は､

第7図

Fig.7.

固定端局全装置 左より電源装置,結合濾波器,送受信装置
A11Equipments of Fixed Station,Left to Right,

Power Source,Coupling Filter and Transmitting

and Receiving Set

接続線筐 接地線附接地棒およ

び結合蓄電器接続線

を収納する｡

送受信機筐 送受信機主要部およ

び送受話器並びに乾

池を収容する｡

濾汲器筐 結合濾波器､保安装

置および受 濾牧器=

を収容する｡

の三部に分割され､各筐体は弾条或



日 立 配 電 線 搬

第8図 移 動 端 局 全 装 置

(∋･携帯用結合蓄電器 (む 続接線筐

(夢･接地棒 (∋ 送受信問筐 (む 渡波恭筐

Fig.8.AllEquipmentsofMoving Station

①PortableCouplingCondenscr @CableBox

㊥Earth ④Transmitting and Receiving Box

(∋Filter Box

送 電 詩 境 局 装 置 1197

はゴム板を以て運堀中の摂動に耐えるよう考慮してあ

る｡叉各筐体ほ軽度の防水構造となっているが雨天には

附属の防水覆を使用する｡これらの機器は自転革後輪の

両側並びに荷物台に装備される｡弟8図は自転車に全部

実装し実際に通話を行っている状況を示す写真である｡

全備重量は携帯周結合蓄電器を含み約43kgである｡

移動用端局装置の定格を示せば下記の如くである｡

i)伝送方式 搬送改および両側帯放送出式

ii)搬送周波数 送信15･2kc 受信7･6kc

iii)変調方式 陽極変調(標準変調度30%)

iv)受信方式 高周攻増幅1段､酸化銅整流､低周数

増幅1段(待受時には高声器用の

カ増幅器が接態される｡)

Ⅴ〕信号方式 音声スピーカ呼出式

Vi)音声用理帯域 300～2,500c/S

Vii)使周真空管1T4(ミニアチュア管)受信高周

波増幅

1T4(ミニアチュア管)低周波増

幅

3S4(ミニアチュア管)高声器用

増幅並びに送話増幅

3S4(ミニアチュア管)発環

Viii)線端装置

ix)電 源

4号型送受器

池90Vおよび1･5V乾電池

の容量は連続使用して約3時間使用し得る｡
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Fig.9.Circuit Diagram of Moving Station
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端局装置本体の回路周は第9図の如くである｡その動

作を説明すると配電線を伝播して来た搬送

器C･C.を1

流は結合蓄

子とする結合濾波器CFを通り送受信

機筐に導入され､一受信満堂静RBFにより 訳せられ､

入力加減抵抗器RVにより適当の大いさとされ真空管

Vl(1T4)で高周班1段増幅後酸化銅整流器で会費整

流せられる｡酸化銅整流器を使用するのほ澱送周理数

(7･6kc)と音声周 数との差が少いため回路上整流回

路のインピーダンスを低くしたいためである｡その整流

Hカは低域魔狸誰LPFを通って搬 授(7･6kc〕を除

去し真空管Ⅴ=(1T4)で増幅し､待受時は
､-､l(こ･･

図克と逆の接点を開成しているので更に真空管V3(3S

4)で電力増幅されて高声鰐を鳴らす｡呼出により電環

Kコを図示の如く倒せば送受器送話回路は開成せられ真

空管V3は送話増幅器となり､同時に真空管Vl(3S4)

ほ附勢せられて発振し､これを変調して送信濾壁器TF

を経て受信濾波器RBFと並列と_なり線路に送出され

る｡移動端局の結合濾賛辞特性および送受信猫喋器特性

は固定端局と大差はない｡

Ⅹ) 電気的性能

偏失損 特性インピーダンス300∫lの抵抗

若菜(30db)を通して固定局と接続したとき残留損失偏

差ほ10db以l勺である｡

通話当量 標準-8db とし､最低-15dbである｡

入力イン定ノーダンス 7･6kcおよび15･2kcに於て

それぞれ300Jユ±20%である｡

標準使用レベル図 第10図の如くである｡即ち出力

ほ送信積数器出力端子に於て約100mW である｡

雑 音 両端局を特性インピーダンス300Jlの抵抗

減衰器を通じて接続し､回路を通話状態におき送話器の

代りに50J上,受話器の代りに150J-の抵抗を以て終端

第11図 移劫端局送受信機

Fig･11･Transmitting
and ReL

CeivingBoxofMovingStation

へ竜上､ゾユ只圃)琶や竜℃uき

図 移動端局療準 レ ベル図

(30%変調､.経路損英30db)

Fig･10･Standard LevelDiagram of

Moving Station

(Mod･30%Line Loss30db)

した場合に雑音出力電圧は-56db以下である｡

第11図に送受信機筐､第12図に結合濾壁器筐の外

観写真を示す｡重畳は送受信機筐14kg結合婿費器筐

11kgである｡第13図は接続線筐の写真で重畳は7.8

kgである｡

携帯用結合蓄電器ほ2分して輸送し､使用するとき陸

続して配電線に引掛ける｡重量は約10kgである｡

(3)綜合特性

固定端局とを擬似線路として特性インピーダンス300

nの不平衡型抵抗減衰許30dbで結んで､入力端子には

Odbの音声周放電流を供給し出力側は150∫l抵抗終端

として測定した結果を図示すれば第14囲および雇‖5図

の如くである｡

第14図ほ固定端局送り移動端局受けの場合､第15国

は移動端局送り固定端局受けの場合である｡

第12囲 移動端局 合濾波器筐

Fig･12･Coupling_FilterBox

Of Moving Station

第13図 移動端居掟続線筐

Fig･13･Cable Box of Moving

Station
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第14図 綜 合 特 性 (国 定→移 動)

Fig･14･Overa11Character(Fixed→Moving)

[ⅠⅠⅠ]実地試験結果(2)

この実地試験ほ東京電力株式会社によって行われたも

のである｡

(り 供託配電線

実験の行われた酉己 線は東竃二宮変電所を中心とする

大磯轟泉､前羽線および下中線で地理的冒 係は第16図の

如くである｡その亘長並びに途中の変圧器個数および容

量は第1表の如くである｡

(2)通話試験

二宮変 所母線のC相に国宝端 合し､先づ大磯

線沿いに移動端局を移動せしめた｡この日天候は雨であ

った､つ先づ21号柱に於て通話試験を行ったが待受状態で

ほ雑音が甚だ大であったが､通話時にはこの雑音は感じ

られず感
､明瞭度共に良好であった｡次いで平塚変電

‥∴

い

､
､
‥
㌧

ウ′

.乎

ハβ
+

ゼ

』W

ゼ

/♂ /J Z♂

斤ど卿α〝庇(周波数Å仁)

第15図 綜 合 特 性 (移 動→固 定)

Fig.15.OverallCharacter(Moving→Fixed)

第1表 試供配電線の変圧器数､変虻終審量並びに亘長

Tablel.No.andTotalCapacityofPoleTrans-

formers of Distribution Lines and

Their Length

配電線路

大磯線

前羽繰

下中線

区 間

二宮変電所～ 92号柱

号

号

柱 ～ 27号柱

柱 ～175､号柱

二宮変電所～175号柱

二宮変電所-35 号柱

35号柱～砂口線151号柱

35号柱～前羽練82号柱
l†

◆ラー

号

柱～ 下中線末端

柱～114号 柱

二宮変電所-114号柱

二宮変電所～中井派出所

芸宗:釜‡喜
364

198.5

100 512.5

13!90･5
72!230

53 270

122.275

31 230

亘長
km

6.839

5.8

10.716

第16図 供 試 配 電 紋 因

Fig.16.Map of Distribution Lines
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所の近傍175号柱で同様通話試験を行ったが良好な通話

が出来､この場合移動端局は必ずしもC柏に結合する必

要はなく他の相でも通話状態の変化はない｡叉この柱に

は系統分離用の抽入開閉器があり､開閉器をまたいで平

塚変電所側から通話を試みたがS/Nが悪く殆んど了解

が出来なかった｡

次に二宮変電所より最も遠い中井派出所および末端の

73号柱附近に於て通話試験を行ったが通話レベルが多

少低下する程度で通話は良好であり､中井派出所からの

保安通信線てよる有線電話と比較すれば遠かに良質な通

話が行われた｡

叉空中線偲合による通話が行い得るや否やを試験する

ために低圧線て移動端局を結合して実験Lたがこれほ不

可饉であった｡

第17図匿下中井派出所十二宮.変 所間の伝送特性を

嘉す｡13kc と26kc附近に損失の山が現われるのは砂

口騒その他の分院線の影響と考えられる｡

以上の実験によりこのような程度の部 線笹於ける配

電線搬送はブロッキングコイルを使用せずしても 30kc

以下の周波数を使用して15km程度は充分

ことが判明した｡

用になる

終回路を準備すれば15km以上の

伝送回路を構成し得て更に長距離の実験が払 たかも知

れない｡最も問題となるのは移動端局の重畳でこれは充

分満足すべきものでなかった｡従って将来実馴ヒする場

合結合蓄電器､結合濾班器､方向濾牧器等を要所要所の

電柱に固定しておく外端局装置自体も工夫して極力小型

化する必要がある｡

[Ⅴ]緯 言

配 線搬送は昭和15年頃農村 話(3)として当時の遮

信省に於て取上げられたが､その後大Lた発達もせず､

そのままとなってしまった｡戦後に於てほ新たに通信線

路の建設は莫大な費用を必要とするため再び真剣に考え

られ､ ほ勿論国家警察等に於ても利用せら

評 論

第17図 前羽､下中配電線層波 特性

Fig･17.Frequency CharacterofMaehaL-

Shimonaka Distribution Line

れつつある｡-.今回東京電力株式会社に於ては更に一歩を

進めて配電線保守および巡廻用の通信機材としてこれを

採用せんとせられて実際の機材を購入し実験を行われ､

その実用性を立証せられた事は誠に有意義なことであり

その先見に対してほ満腱の敬意を表するものである｡

終りiこ臨み機材製作に際し多大の御援助を賜った東京

電力株式会社給電部通信課西山課長､同課搬送係船山係

長､同係永谷氏､渡辺圧および板屋氏にあつく御礼申上

る次第である｡
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